
　当会においてトレッキングを含む海外登山の歴史は古く、1969年には初の公式登山隊をヨーロッパアルプ

スに送り出し、2006年までにその数は35山行を超え、ヨーロッパアルプス、インドヒマラヤ、カラコルム、

カナディアンロッキー、アラスカ、ヨセミテ、ペルーアンデス、パタゴニアなど各国に公式登山隊だけでも

12隊を送り出している。また、他の山岳会等の登山隊にも協力隊員として会員を送り出している。

　さらに、トレッキングに関してもネパールを中心にニュージーランドなど興味深い地域へ積極的に足を運

んでいる。     　

登山方法も時代と共に変化し、セミアルパインスタ

イルよる少人数、短期間、そして未登である事が目

標となり、特筆すべき点として97年にディラン峰南

面ルート第２登を果たした。

（海外遠征の記録）＊は会公式登山隊

＊1969　豊橋山岳会ヨーロッパアルプス登山隊

（S44）年　東三河地方初の海外遠征として計画実施し、

　　　　モンブラン（4,810m）、ミディ南壁（3,842m）

コンタミンルートほか登頂。

＊1975　創立20周年記念

　　　　インドヒマラヤ遠征隊1975

（S50）年　会の総力を上げた組織的遠征であり、チャ

ンバ山域、シバ峰（6,142m）２名登頂。

　1976　アラスカ／ドラム峰（3,658m）

　　　　（愛知県立西尾高等学校OB会
,
76登山隊

　　　　参加）

＊1977　豊橋山岳会玉山登山隊

（S52）年　本邦には無い標高を有する台湾の玉山

（3,997m）登頂。

トレッキング、ロッククライミングから高峰登山まで

海外の山々へ

アルプスの山並み

シバ峰BC付近より全景

シバ峰C1よりC2へ

アルプスにてガストン・レビュファ氏と菅谷昭人



　1978　インドヒマラヤ／ナンダデヴィ東峰

　　　　（門司山岳会隊参加）

　1978　ネパール／ゴラパニトレッキング

＊1983　Lazybones in Yosemite Valley'83

（S58）年　アメリカ／ヨセミテ渓谷

エルキャピタン・ノーズをはじめ多くの

ルートで大岩壁のクライミングを愉しむ。

＊1986　豊橋山岳会

　　　　ペルーアンデス登山隊1986

（S61）年　初の南米遠征となる登山隊は

　　　　ワスカラン南峰（6,768m）

　　　　トクヤラフ峰（6,032m）

　　　　ピスコ西峰（5,752m）、３峰に登頂。

＊1987　豊橋山岳会アコンカグア登山隊1988

（S62）年　南米大陸最高峰アコンカグア峰（6,959m）

に12月30日２名登頂。

　1987　ネパール／アンナプルナ内院トレッキング

　1988　インドヒマラヤ／ヤン峰（6,230m）登頂

　　　　（日本山岳会東海支部実年登山隊参加）

＊1988　豊橋山岳会

　　　　カナディアンロッキー登山隊1988

（S63）年　ロッキー最高峰Mt.ロブソン（3,954m）を

　　　　目指すが、上部氷河にて断念。

　　　　Mt.イーデスキャベル（3,363m）

　　　　Mt.ヴィクトリア（3,464m）

　　　　Mt.アサバスカ（3,491m）の３峰に２名登頂。

ヨセミテ渓谷ハーフドーム

ヨセミテ渓谷エルキャピタン登攀

アコンカグア峰へのキャラバン途中

アコンカグア峰遠望

ムーショ村よりワスカラン峰を望む



＊1990　豊橋山岳会

　　　　カナディアンロッキー登山隊1990

（H２）年　Mt.アサバスカ（3,491m）、Mt.アシニボイン

（3,618m）に３名、Mt.ロブソン（3,954m）

に２名登頂。

　1994　マレーシア／キナバル山（4,101m）

　1994　ネパール／アンナプルナ内院トレッキング

＊1994　豊橋山岳会カラコルム登山隊1994

（H６）年　パキスタン、ディラン峰（7,257m）に未

登の南面より登頂を目指したが、西稜上

6,850mにて登頂断念。

　1994　ネパール／エヴェレスト街道トレッキング

　1995　マレーシア／キナバル山（4,101m）

　1995　台湾／玉山（3,997m）

　1995　ロシア／クリュチェフスカヤ峰（4,831m）

　　　　（日本山岳会環太平洋環境調査登山隊参加）

　1995　ネパール／カラパタールトレッキング

　1996　ＮＺ／ミルフォードトレッキング

　1996　マレーシア／キナバル山（4,101m）

　1996　チリ　パタゴニア 北部氷床

　　　　Mt.サンヴァレンティン（4,058m）

　　　　（日本山岳会環太平洋環境調査登山隊参加）

　1996　ＮＺ／ルートバーントレッキング

　1997　アラスカ／ Mt.マッキンリー（6,194m）

　　　　（日本山岳会環太平洋環境調査登山隊参加）

Mt.アシニボイン上部雪稜

カナディアンロッキーの盟主Mt.ロブソン

ディラン峰BCにてポーター達と

Mt.マッキンリー山頂より山々を見下ろすMt.マッキンリー BC



＊1997　豊橋山岳会カラコルム登山隊1997

（H９）年　パキスタン、ディラン峰（7,257m）南面ヒ

ナルチェ氷河ルートより登頂。通算第２登。

　1998　ネパール／ランタン谷トレッキング

　1999　カナダ／ Mt.アシニボイン（3,618m）

＊2000　豊橋山岳会カラコルム登山隊2000

（H12）年　未登のプーパラッシュⅠ峰（6,824m）、上

部クレバス帯に阻まれ5,325m地点にて断念。

　2000　ネパール／アンナプルナ他トレッキング

　2003　韓国／仁寿峰（インスボン）

＊2004　豊橋山岳会カラコルム登山隊2004

（H16）年　パキスタン、プーパラッシュⅠ峰（6,824m）

に単独にて挑むが雪崩事故の為、

　　　　登頂を断念。

　2004　ヨーロッパアルプス／ミディ針峰

　　　　コスミックバットレス他

　2005　韓国　済州島／漢拏山

ディラン峰を望む

ディラン峰西稜6,500m付近にて

カラコルム山脈／プーパラッシュ峰遠望

プーパラッシュ峰4,800m付近の登攀

ディラン峰周辺地図
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